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対象畜種

採卵鶏

協議会構成員

耕種農家、畜産農家、津山農業協同組合、津山市、美作
市、岡山県美作県民局、岡山県津山農業普及指導センター

供試品種

タカナリ　2.3ha

飼料用米生産面積

2.3ha

取組の概要

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者は組織に限定した
栽培。
◆保管場所から畜産農家までの移送は、畜産農家が実施

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
試験設計
対　　象：採卵鶏
実施方法：試験区として、給与量の20％を飼料米に置き

換えた区を設け、通常の配合飼料給与区を対
照区とした。

試験期間：平成21年3月1日～平成21年3月31日
調査項目：採食量、産卵率、事故率

結　　果
飼料米の嗜好性は非常に良く、対照区と遜色なかった。
事故もなかった。卵重に差はなかったが、産卵率は若干
低下する傾向があった。

考　　察
卵重に大きな差は見られなかった。しかし、産卵率が
低下する傾向が認められたため、今後は飼料成分の調整
を行うなど、飼料米の有効な給与方法を探る必要がある
と思われた。

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■乾燥・調製・保管等の作業は、食用米を扱う場合と同じ
工程であったので、事故等もなくスムーズに実施できま
した。
■生産現場については、異品種混入防止のため、不特定多
数の生産は難しいと思われます。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■卵重に大きな差はありませんでした。産卵率については、
若干低下する傾向が見られました。
■飼料要求率は21年度に調査する予定ですが、現時点で
は、ほとんど差は感じられません。

3．今後の飼料用米の取組予定などについて

■タカナリという品種を使ったが、黄熟期の籾と乳熟期の
籾が混在する期間が長く、刈り取り時期の判断が難しか
った。また脱粒性が高く、籾の収穫ロスが多かった。
■飼料米の配合飼料への混合は手作業となったため、多く
の労力を必要とした。今後、飼料米の普及を図るために
は配合飼料メーカー等で混合出来るような体制を整備し
ていただくことが重要と思われる。

岡山県 津山飼料米利活用組合


